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日本語学習ニーズと言語計画
HughD.B.CLARKE(シ ドニ ー大 学)
日本研究京都会議の日本語教育部会に参加できまして大変嬉 しく存 じます。この席 を借 りて、
国際交流基金に厚い感謝の意 を表 したいと思います。
日本語教育と、特にこの部会の補欠テーマとも言うべ き、「学習 目的の多様化への対応」はこ







否定 しないでしょう。学習 目的を重視 しながら教えるという考えは、主に仕事か勉強のために日
本にやってきた成人向きの日本語教育の中から生 まれてきたものであ ります。語学学校か大学の
留学生予備教育センターの少人数のクラスでこのような理想的な授業が行われてきたし、今でも
なされているにちがいありません。 このような前提で 日本語学習ニーズを問うのは難 しくありま
せん。 しか し、今では日本語は日本以外の国々の教育機関の一科目になるまで国際化 してきまし
た。日本の外の、制度化 された大量 日本語教育の現状を把握 しながら、ニーズを検討するにあたっ
て国の言語教育も考慮 しなければならないと思います。
オース トラリアにおける日本語教育を通 じて(1、話 を展開 しますが、オース トラリアでの事情
はどれほど他の国々の日本語教育に当てはまるかよく分か りません。













語の 厂必要」、「要求」などと意味が違うか理解 に苦 しみます。それはそうと、問題は 「学習ニー
ズ」は、「日本語を学習する必要性」 と 「日本語を学習するための必要な条件」 と二通 りの解釈


























なろうが、国の予算が許すかどうかは疑わしい状態であ ります。ゆ くゆ くこの問題 は衛星放送や















し、イメージ向上 をはかるのはどの国もの当然の権利であ り、決 して悪いことではありません。










しも学習者自身の希望や依頼とは一致するとは限りません。学習 目的 もよく勉強 しているうちに
変わってくることもあります。はっきりした目的をもって日本語を勉強 しているのは多くの場合









・ 日本語学習奨励(励 行)の 政策
日本語学習に必要な物理的条件












で活かしたいから、日本事情 も前 もって知ってお くべきであ ります。しかし、一方、海外で勉強
している生徒、特に初級のレベルで、自分の住んでいる環境 と関連づけなが ら、 日本語を覚えて




配慮 して教 えるのは大変難 しい。最近の調査ではニューサウスウエルス大学の240人 の初級 日本










え方が広 く定着 しています。このごろでは海外で日本語 を勉強 している人口は恐 らく、国語とし
て習っている日本人を除けば、 日本国内よりも多いし、日本語 も日本人接客の言葉 として世界中
の国々で耳にします。 日本語も国際的な言語にな りつつあるため、このような現況を反映 した教
材を増や して欲しいのです。外国語、あるいは外国の文化 を勉強することは絶えず、自分の母語

























中等日本語教育は自然談話の資料、 ビデオ教材などの視聴覚教材 と学習者の文化 と社会を日本
語で紹介するテキス トなど、読む力を伸ばす教科書の必要性を訴える教師が多いようであります。
高校の観光 日本語の選択科 目も年々人気を高めていますから、観光ガイ ド養成のための日本語資
料が必要 となってきました。
大学の上級 日本語コースでは原則として、 日本人のために書かれた本物の文章を読むが、語彙
リス ト、注釈、録音テープ、ビデオ、CDIな どのマルティ ・メディア補充教材 を備えた学習資
料が足 りません。オース トラリアの言語政策では、上級段階で始めて学習 目的別の日本語教育が
提供できます。我田引水になりますが、シ ドニー大学の例 をとれば、ビジネス日本語の修士コー
ス、早稲田大学に学生を派遣するインターナショナルMBA、日本での研修を含む工学部学生の





日本語クラスが決 して珍 しくあ りません。それにしても、コミュニカティブ ・メソー ドを使うか
らクラスをい くつかのグループに分けてから、ロールプレー、タスク練習など工夫 して レッスン









考えれば、 日本語の普及が一層速 く進むで しょう。日本語の教師にも日本語を母語 しない人が多
くなるにつれて、東京山の手のアクセントの標準語にこだわるのが道理にかなわなくなるでしょ










1)筆 者の 「オーストラリアにおける日本語教育一その政策、実践、展望」『世界の日本語教育 〈日本語教
育事情報告編〉』、国際交流基金一日本語国際センター、1994年、第一号 参照。
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